


全議案原案どおり承認される

「第22回通常総会」
第22回通常総会は、5月23日、

多数の会員の出席と来賓各位のご臨席のもと、

司会村松総務副委員長、議長八本会長により順調に進行し、

全議案は原案どおり承認されました。

八
木
会
長
は
議
案
の
審
議
に
先
立
ち
来

賓
各
位
と
多
数
の
会
員
に
対
し
て
概
ね
次

の
よ
う
に
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
お
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
町
田
法

人
会
は
本
年

『
臼
年
目
』
と
い
う
歳
月
を

迎
え
ま
し
た
。
こ
こ
ま
で
の
歴
史
を
積
み

重
ね
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
の
も
、

多
く

の
先
輩
諸
氏
の
ご
努
力
の
結
集
で
あ
る
と

共
に
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
、
そ
し
て
ま

た
、
関
係
諸
機
関
、
諸
団
体
各
位
の
ご
指

導
ご
鞭
撞
の
賜
物
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

方
々
の
ご
支
援
に
対
し
改
め
て
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

平
成
日
年
度
の
会
活
動
は
、
相
変
わ
ら

ず
法
人
会
を
取
り
巻
く
厳
し
い
環
境
の
中

。

で
各
種
研
修
会
の
実
施
を
始
め
時
代
の
流

れ
に
遅
れ
な
い
よ
う
諸
規
則
の
見
直
し
を

図
り
な
が
ら
、
社
会
貢
献
活
動
や
ホ

l
ム

ペ
l
ジ
の
運
営
そ
し
て
会
員
増
強
な
ど
に

つ
い
て
特
別
委
員
会
を
設
置
し
て
活
発
な

活
動
を
展
開
し
て
参
り
ま
し
た
。
特
に
役

員
研
修
の

一
環
と
し
て
平
成

9
年
か
ら

実
施
し
て
参
り
ま
し
た
箱
根
に
お
け
る
地

区
会
の
事
例
発
表
会
は
、
毎
年

4
地
区
会

の
役
員
の
皆
さ
ん
に
担
当
し
て
い
た
だ
い

て
き
ま
し
た
が
、
平
成
日
年
度
は

5
年

目
の
最
後
の
年
と
な
り
、
加
地
区
会
す
べ

て
の
発
表
を
無
事
終
了
す
る
こ
と
が
出
来

土品

1
U
4
ι

。

会
員
増
強
に
つ
き
ま
し
て
は
、
組
織
委

員
会
、
地
区
会
、
そ
し
て
特
別
委
員
会
が

積
極
的
に
取
組
み
、
そ
の
結
果
聞
社
入
会

し
て
頂
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
を
上

回
る
加
社
の
退
会
が
あ
り
、
ま
さ
に
環
境

の
厳
し
さ
の
表
れ
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
社
会
貢
献
活
動
と
致
し
ま
し
て

は、

〈
福
祉
パ
ザ

l
V
A
チ
ャ
リ
テ

ィ
l
ゴ

ル
フ
大
会
》
に
お
け
る
収
益
金
を
そ
れ
ぞ

れ
社
会
福
祉
協
議
会
、
市
役
所
に
お
届
け



し
て
お
り
ま
す
。

更
に

〈
税
を
知
る
週
間
》
協
賛
事
業
と

し
て
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
参
加
を
呼
び
掛

け
た

日
月
の
公
開
講
演
会
は

側
名
に
近

い
方
々
に
ご
来
場
し
て
頂
き
盛
大
に
実
施

す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

各
部
会
(
源
泉
部
会

・青
年
部
会

・女
性

部
会
)
も
そ
れ
ぞ
れ
部
会
長
の
ご
尽
力
に

よ
り
、
活
発
な
活
動
を
展
開
し
て
頂
き
ま

1
ν
4ん
。

さ
て
、
長
期
低
迷
に
陥
っ
て
い
る
国
内

景
気
が
漸
く
「
底
を
打

っ
た
」
と

い
う
戸

も
聞
か
れ
ま
す
が
、
私
共
の
日
頃
の
事
業

経
営
の
中
で
の
実
感
と
し
て
は
、
ま
だ
ま

だ
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
私

も
会
長
を
持
命
し
て

3
年
、
漸
く
慣
れ
て

参
り
ま
し
た
が
こ
れ
か
ら
も
研
鎖
を
重
ね、

こ
の
厳
し
い
環
境
の
中
で
景
気
回
復
へ
の

期
待
を
持
ち
な
が
ら
、
法
人
会
の
更
な
る

発
展
に
努
め
る
決
意
で
あ
り
ま
す
。

何
卒
、
各
位
の
ご
指
導

・ご
支
援
を
お

願
い

し
、
併
せ
て
皆
様
方
の
ご
事
業
の
ご

発
展
と
ご
参
会
の
皆
様
の
ご
健
勝
を
心
か

ら
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

第
辺
回
通
常
総
会
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一
小
岡
署
長
祝
辞
(
要
旨
)
一

一
信
頼
さ
れ
る
税
務
饗
を
一

一

め

ざ

し

て

一

本
日
は
、
町
田
法
人
会
の
総
会
に
お
招

き
い
た
だ
き
ま
し
で
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

た
だ
い
ま
総
会
に
提
出
さ
れ
た
議
案
が
、

滞
り
な
く
可
決

・承
認
さ
れ
ま
し
た
こ
と

に
対
し
ま
し
て
、
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
組
織
強
化
功
績
表
彰
を
受
け
ら
れ

た
方
々
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
日

頃
の
努
力
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

法
人
会
の
活
動
に
関
し
ま
し
て
は
、
時

宜
に
応
じ
た
講
演
会
や
各
地
区
ご
と
に
実

施
さ
れ
た
税
務
研
修
会
な
ど
非
常
に
活
発

国
k 

第
辺
回
通
常
総
会

で
、
頭
の
下
が
る
思
い
が
い
た
し
ま
す
。

新
年
度
の
事
業
計
画
を
拝
見
い
た
し
ま
し

で
も
、
法
人
会
の
益
々
の
ご
活
躍
が
伺
わ

れ
、
大
変
頼
も
し
く
感
じ
る
次
第
で
ご
ざ

い
ま
す
。

さ
て
、
私
は
昨
年

7
月
に
着
任
以
来
、

署
の
職
員
に
申
し
て
ま
い
り
ま
し
た
こ
と

は
、
「
税
務
行
政
に
対
す
る
納
税
者
の
信

頼
の
確
保
」
で
す
。
言
い
換
え
ま
す
と
、
納

税
者
の
期
待
に
応
え
る
こ
と
、
期
待
を
裏

切
ら
な
い
こ
と
で
す
。
そ
乙
で
、
納
税
者

の
信
頼
を
確
保
す
る
た
め
に
「
内
部
事
務
・

外
部
事
務
の
適
切
な
履
行
」
「
環
境
の
変

化

へ
の
適
切
な
対
応
」
「
信
用
失
墜
行
為

の
な
い
職
場
づ
く
り
」
の
三
点
を
あ
げ
ま

し
た
。
お
陰
様
を
持
ち
ま
し
て
私
ど
も
の

仕
事
も
順
調
に
推
移
し
て
お
り
ま
し
て
、

あ
ら
た
め
て
皆
様
方
に
対
し
ま
し
て
厚
く

御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

と
乙
ろ
で
、
今
年
の
確
定
申
告
は
、
皆

様
方
の
ご
協
力
も
あ
っ
て
順
調
に
終
了
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
従
来

か
ら
、
署
の
敷
地
内
の
プ
レ
ハ
ブ
会
場
が

狭
い
、
駐
車
場
が
な
い
な
ど
の
問
題
が
あ

。

、‘

E 
i喜
美

¥
 、
ヘ

也
Z
T

令
J

巾

ふ

句

，

飴咋
向
日
却
益

fr、
松
崎
必
‘

uF
一

り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
来
年
か
ら
は
、

町

田
駅
近
く
で
駐
車
場
の
あ
る
広
い
会
場
を

借
り
ま
し
て
、
申
告
会
場
を
署
外
に

一
本

化
す
る
こ
と
を
計
画
中
で
す
。
決
ま
り
ま

し
た
ら
、
広
報
活
動
を
し

っ
か
り
や

っ
て
、

成
功
さ
せ
な
け
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

皆
様
方
に
は
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

、

終
わ
り
に
な
り
ま
し
た
が
、

町
田
法
人

会
の
益
々
の
ご
発
展
と
会
員
の
皆
様
方
の

事
業
の
ご
繁
栄
並
び
に
ご
健
勝
を
祈
念
い

た
し
ま
し
て
私
の
祝
辞
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。



平成13年4月1日から平成14年3月31日まで平成13年度収支報告言
平
成
均
年
度
の
概
況

平
成
日
年
度
の
会
活
動
は
、
相
変
わ
ら
ず

法
人
会
を
取
り
ま
く
厳
し
い
環
境
の
中
で
役

員
各
位
の
積
極
的
な
奉
仕
活
動
と
会
員
各
位

の
協
力
を
得
て
、
予
定
さ
れ
て
い
た
諸
事
業
を

順
調
に
実
施
で
き
ま
し
た
。

役
員
合
同
セ
ミ
ナ
ー
は
、
役
員
研
修
の
一
環

と
し
て
平
成

9
年
度
か
ら
地
区
会
事
例
発
表

会
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区

会
が
会
員
増
強

・研
修
活
動

・会
費
の
集
金
等

に
つ
い
て
、
成
功
し
た
事
例
や
苦
労
話
な
ど
日

頃
地
区
会
役
員
の
皆
さ
ん
が
直
面
し
て
い
る

園田..重彊富措置量橿瞳醒盤留信準語河田園・園時遺書割遁量

(単位円)

5，104 

41，603，500 

3，300，000 

9，469，542 

4，500 

3，850，000 

10，670，000 

40，962，000 入

入

-収入の部

収

6，333，200 5，962，700 金収入

9，923，975 9，838，250 進推

入

2，413，285 

1，622，485 

2，413，285 

1，302，000 

問
題
を
テ
1
マ
に
、

他
の
地
区
会
の
参
考
と
な

る
事
例
会
」
発
表
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の

研
修
会
も
臼
年
度
が
最
後
の
年
と
な
り
、
加

地
区
会
全
て
の
発
表
が
終
了
し
ま
し
た
。

次
に
、
会
員
名
簿
を

4
年
ぶ
り
に
発
行
し

ま
し
た
。
編
集
に
あ
た

っ
て
は
、
正
確
を
期
す

る
た
め
最
善
の
努
力
を
致
し
ま
し
た
。
不
備
な

点
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
容
赦
く
だ
さ
い
。
こ
の

名
簿
が
、
会
員
皆
様
の
相
互
交
流
に
少
し
で
も

お
役
に
立
つ
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

税
制
改
正
要
望
に
つ
い
て
は
、
税
制
改
正
要

望
全
国
大
会
で
採
択
さ
れ
た
決
議
事
項
の
実

現
に
向
け、

町
田
市
及
び
地
元
選
出
の
国
会
議

2，158，055 

76，829，146 
4，870，107 

81，699，253 

1，234，870 

76，237，605 

4，870，107 

81，107，712 

特定預金取崩収入

繰入金収

当期収入合計(A)

前期繰越収支差額

収入合計 (B)

~)( 雑

入

-支出の部
園田国庫語圏B器開・園田園面蝿醒5'~陸部酒田園田厩議駐車

2，669，438 

28，694，388 

2，000，000 

39，580，703 

2，770，000 

31，144，100 

2，000，000 

42，573，000 費

費

費

特 定 預金支出

法人税等引当金繰入

繰

業

5義

E里

事
一
会

管

第
辺
回
通
常
総
会

費

当期支出合計(C)

当期収支差額(A)ー(C)

次期繰越収支差額(B)ー(C)

854，000 

2，158，055 

730，000 

1，234，870 支出金入

655，742 {粛予

員
に
対
し
会
長
以
下
関
係
役
員
が
陳
情
を
実

施
し
ま
し
た
。

会
員
増
強
で
は
、
法
人
会
の
全
組
織
が
積
極

的
に
取
組
み
、
そ
の
結
果

肌
社
の
入
会
が
あ

り
ま
し
た
。

75，956，584 

社
会
貢
献
活
動
で
は
、
チ
ャ
リ
テ
ィ

l
ゴ
ル

フ
大
会
を
開
催
し
、

収
益
金
を
青
少
年
の
健
全

育
成
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
町
田
市
に
寄
付

し
ま
し
た
。
ま
た
、
社
会
福
祉
協
議
会
が
主
催

す
る
福
祉
パ
ザ
l
に
参
加
し
ま
し
た
。
品
物
を

提
供
し
て
い
た
だ
い
た
会
員
の
皆
様
に
感
謝

い
た
し
ま
す
。

国
税
庁
主
催
の
税
を
知
る
週
間
で
は
、
協
賛

事
業
と
し
て
毎
年
公
開
講
演
会

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
税
と
法
人

会
を
広
く
一
般
に
ア
ピ

ー
ル
し

ま
し
た
。

一
方
、
法
人
会
の
活
動
も
多
岐

に
わ
た
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

872，562 

5，742，669 

81，107，712 

ム4，870，107

O 

そ
こ
で
従
来
の
会
員
増
強
特
別

委
員
会
に
加
え
、
社
会
貢
献
特
別

委
員
会

・
ホ
ー
ム
ペ

l
ジ
運
営
特

別
委
員
会
を
設
置
し
、
目
的
に
応

じ
た
活
動
に
対
応
す
べ
く
そ
の

構
成
を
委
員
会

・
地
区
会
・
部
会

か
ら
広
く
人
材
を
登
用
し
そ
の

運
営
に
あ
た
り
ま
し
た
。

。



第
忽
間
通
常
総
会

。

平成14年度予算の概要と事業計画

左
の
円
グ
ラ
フ
は
平
成

日
年
度
の
予
算
を

項
目
別
に
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

平
成
日
年
度
の
予
算
は
総
額
が
7
5
0
0

万
円
、
前
年
対
比
で
日
%
(
側
万
円
)
の
減
額

に
な
り
ま
し
た
。
会
員
数
の
減
少
に
伴
う
会
費

収
入
の
減
少
と
、
事
業
収
入
な
ど
を
下
方
修
正

し
た
た
め
で
す
。
収
入
の
減
少
に
応
じ
て
、

事

業
費
で

側
万
円、

会
議
・
管
理
費
で
加
万
円
減

額
し
、
か
つ
て
な
い
緊
縮
財
政
と
な
り
ま
し
た
。

予
算
の
構
成
を
見
る
と
、
会
費
収
入
が
前
年

対
比
で
約

5
%
(
仰
万
)
減
額
す
る
こ
と
を
見

込
ん
で
い
ま
す
が
、
総
収
入
の
半
分
を
占
め
、

当
会
の
財
源
の
最
も
大
き
な
部
分
に
な
り
ま

す
。

研
修
事
業
の
実
施
と
会
報
な
ど
の
広
報
活
動

に

日

%
。
地
区
会

・部
会
の
活
動
費
と
し
て
剖

%
の
予
算
を
振
分
け
て
い
ま
す
。

特
定
預
金
支
出
は
、
会
館
建
設
・退
職
給
与
・

備
品
買
替
・記
念
事
業
の
準
備
金
と
し
て
そ
れ

ぞ
れ
叩
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

一
方
支
出
の
部
で
は
、
事
業
費
が
総
支
出
の

約
日
%
を
占
め
て
い
ま
す
。
事
業
費
の
中
で
は
、

会費収入

51.90% 
38，935，500円

その他の収入

(雑収入・繰越収支差額など)

10，85% 8，141，179円

その他の支出

(特定預金支出・繰入金支出・法人税等)

7.10% 5，330，029円

特定預金取崩収入

0.53% 
400，000円

-収入の部

-支出の部



今
年
も
法
人
会
は
こ
ん
な
活
動
を
し
て
い
き
ま
す
。

研
修
事
業
と
し
て
、

簿
記
講
習
会

・
パ

ソ
コ
ン
教
室
・
税
務
等
の
説
明
会
な
ど
、

法
人
会
な
ら
で
は
の
研
修
会
を
実
施
し
て

い
き
ま
す
。
特
に
パ
ソ
コ
ン
教
室
等
は
、

移
り
変
る
ニ

1
ズ
を
捉
え
て
カ
リ
キ

ュ
ラ

ム
の
再
検
討
を
考
え
て
い
ま
す
。

大
き
な
事
業
と
し
て
、
公
開
講
演
会
や

福
祉
バ
ザ
l
は
法
人
会
を
広
く
一
般
に
ア

ピ
ー
ル
で
き
る
機
会
と
し
て
捉
え
る
と
同

時
に
社
会
貢
献
活
動
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

一
方
、
厚
生
事
業
の
生
活
習
慣
病
(
成

人
病
)
健
康
診
断
や
地
区
会

・部
会
が
実

施
す
る
見
学
研
修
会

・交
流
会
な
ど
は
異

業
種
な
ら
で
は
の
交
流
の
場
と
し
て
実
り

の
大
き
い
も
の
に
な
る
と
恐
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
事
業
は
、
会
員
の
皆
様
に
と

っ
て
目
に
見
え
る
ヅ
リ

ダ
ギ
一定
と
思
い
ま

す
。
実
施
に
つ
い
て
の
お
知
、ら
せ
は
、
会

員
の
皆
様
に
直
接
お
届
け
砕い
る
ご
案
内
の

ほ
か
、
町
田
法
λ

公去
の
淋
匂

ム
ぺ

l
ジ

(
『
再
H
H
¥
¥
巧
巧
巧
・
}
戸
£
百

}srH戸川仰の
E
込山
・。
三
匂
)

に
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
宇
。
ぜ
ひ
ご
利
用

下
さ
い
。

第
辺
回
通
常
総
会

。



第
幻
間
通
常
総
会

。

平
成
比
年
度

組
織
強
化
功
績
表
彰
者
名
簿

石
川
洋

一
郎

渡
辺

栄
治

木
目
田
邦
夫

石

井

昭

司

石
坂

孝
幸

犠
野

利
彦

伊
藤
亜
紀
男

内
田

真
吾

猪
俣

利
光

宮

和

子

大
川

敏
行

押

田

光

男

小

川

尚

孝

木
目
回
順
司

原

雄

三

草

薙

芳

弥

黒
木

正

橋

野

敏

明

江

成

勝

敏

木
目
田
賢
市

島
野

柴

須
崎

一
男

鈴
木

賢

一

鈴
木

寿

一

愛
洋
商
事

(株
)

(有
)
葵
シ
ス
テ
ム

(株
)
あ
る
け
い
総
業

(有
)
石
井
興
産

(有
)
石
坂
商
会

(有
)
犠
野
商
会

(株
)
伊
藤
建
築
設
計
事
務
所

(株
)
ウ
チ
ダ

(有
)
ウ
ッ
デ
イ
|
ガ
|
テ
ン

(株
)
エ
ム
エ
ス
シ
ィ

大
川
自
動
車
硝
子

(株
)

(有
)
押
田
産
業

(株
)
オ
リ
ン
ピ
ア

(有
)
木
呂
田
住
環
境
設
備

(有
)
京

南

(有
)
く
さ
な
ぎ
酒
庖

(有
)
黒
木
屋
酒
百

(株
)
興
新

(株
)
さ
く
ら
建
物

(有
)
サ
ン
シ
テ
ィ

(有
)
シ
マ
ノ

(有
)
須
崎
米
穀
庖

(有
)
鈴
木
造
花
庖

(有
)
鈴
木
板
金
工
業

第三毛
社団怒

田 高牧 田大村鈴
島梨野井野松田

隆 一 純桐 秀
一 郎正樽 一 敏雄

(有
)
鈴
田
商
庖

(有
)
煎
茶
屋

(株
)
ソ
フ
ト
開
発

(有
)
田
井
電
化

(株
)
タ
ウ
ン
ツ
ー
リ
ス
ト

(有
)
高
梨
建
設
工
業

(株
)
由
島
商
庖

受賞者を代表して鈴固さん

多

積

清

田
中

利
明

石
阪

昌
司

堤

嘉
彦

露
木

賞

栢
沼

貞
雄

白
木

富
雄

三
沢

健

二

藤
堂

進

恐

神

敬

夫

中

島

国

男

坂

田

弘

子

山
田

俊
成

萩
生
田

博

井
上

真

一

林

昭

平

広

瀬

順

一

増

田

和

秋

村
野

裏
司

久
保
田
忠
司

東
候

実

山
下

守
雄

吉
川

忠
作

細

野

敏

雄

(有
)
タ
ツ
ミ
設
備
工
業

(株
)
田
中
食
器
厨
房

千
歳
モ
ー
タ
ー
ス
(有
)

(株
)
堤
ビ
ル

(有
)
露
木
商
庖

(株
)
電
友
社

(株
)
東
京
建
創

(株
)
東
京
ト
ロ
ン
保
健
セ
ン
タ
ー

(有
)
藤
堂
産
業

ト
キ
ワ
美
研

(株
)

(有
)
中
島
酒
庖

(株
)
中
野
屋
本
庖

日
本
電
話
設
備

(株
)

萩
生
田
産
業

(株
)

(株
)
八
朗
平

(有
)
林
商
庖

(有
)
ヒ
口
セ
企
画

(有
)
増
田
建
築

(有
)
町
田
園
芸

(有
)
町
田
グ
リ
ー
ン
コ
ル
フ

(株
)
マ
ツ
ヤ
マ

(有
)
山
下
産
業

吉
川
産
業

(株
)

(有
)
和
多
屋



税務署からのお知らせ
着任のご挨拶

町田税務署長

菅沼昭弘

社
団
法
人
町
田
法
人
会
の
会
員
の
皆
様
方

に
は
、
ま
す
ま
す
ご
清
祥
の
乙
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

私
は
、
乙
の
度
の
人
事
異
動
で
町
田
税
務
署

長
を
拝
命
し
、
東
京
国
税
不
服
審
判
所
横
浜
支

所
よ
り
参
り
ま
し
た
。
小
田
前
署
長
同
様
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

社
団
法
人
町
田
法
人
会
は
、
八
木
会
長
を
中

心
に
活
発
な
会
活
動
を
展
開
し
て
お
ら
れ
、
会

員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
で
も
、
お
忙
し
い
事

業
の
傍
ら
、
研
修
会
や
講
習
会
を
通
じ
て
税
に

関
す
る
正
し
い
理
解
と
認
識
を
深
め
ら
れ
る

と
と
も
に
、

地
域
社
会
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
「
正

し
い
税
知
識
の
普
及
」
と
「
納
税
道
義
の
高
揚
」

に
献
身
的
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
、

心
か
ら
敬
意

を
表
す
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
〆

最
近
の
税
務
行
政
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
情

報
化
・
国
際
化
の
進
展
な
ど
、
経
済

・社
会
の

構
造
変
化
に
よ
り
、
大
き
く
変
わ
っ
て
き
て
い

ま
す
。
ま
た
、
あ
る
べ
き
税
制
の
構
築
に
向
け

た
本
格
的
な
議
論
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
国
民

の
皆
様
の
税
に
対
す
る
感
心
は
、
ま
す
ま
す
高

ま
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
税
に
直
接
携
わ
る
私
ど

も
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
我
が
国
の
税
制
の
大

き
な
柱
で
あ
る
申
告
納
税
制
度
が
円
滑
に
機

能
す
る
よ
う
、
的
確
に
環
境
の
変
化
に
対
応
し
、

適
正
・
公
平
な
課
税
を
実
現
し
て
、
国
民
の
皆

様
の
理
解
と
信
頼
を
得
る
乙
と
が
重
要
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
年
々
増
加
す
る
所
得
税
等
の
確

定
申
告
に
来
署
さ
れ
る
納
税
者
の
皆
様
の
利

便
性
等
を
図
る
た
め
、
来
年

1
月
初
日
(
月
)

か
ら

3
月
日
日
(
月
)
ま
で
の
間
(
土
、
日
、
祝

日
を
除
く
)
、
町
田
駅
近
く
の

『
ぽ
っ
ぽ
町
田
」

の
地
下

1
階
会
場
を
借
り
ま
し
て
、
確
定
申

告
書
の
作
成
指
導
を
行
う
予
定
で
す
。
こ
の
こ

と
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
駐
車
場
不
足
が

一
挙

に
解
消
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
東
京
国
税

局
管
内
の
署
で
は
初
め
て
の
試
み
で
あ
り
、
是

非
と
も
成
功
さ
せ
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す

の
で
、
会
員
の
皆
様
方
に
は
ご
支
援
、
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
社
団
法
人
町
田
法

人
会
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
と
会
員
の
皆
様

の
ご
繁
栄
、
ご
健
勝
を
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま

し
て
、
私
の
着
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

弘毅
脅皆WO'

110'旺!税務署では7月10日付けで定期異動が行われました。会員の皆様と特に関わりのある方々を紹介します。

師団税務署異動のお知らせ

間署長 (法人担当)

岩崎贋海
法人課税第1部門統招官

角田 義幸
法人課税第2部門統括官

太田健朗
法人課税第3部門統括官

宗本恭治
法人課税第4部門統指宮

野中 正男
法人i理税第l部門審理担当上席

椎野芳孝

。



寺田市長との

場ミ雪

7
月
却
日
、
ラ
ポ

l
ル
千
寿
閣
で
寺
田

和
雄
町
田
市
長
と
法
人
会
理
事
犯
名
と

の
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
に
あ
た
り
八
木
会
長
よ
り
「
公
務

ご
多
忙
の
中
、
懇
談
会
を
持
つ
こ
と
が
で

き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
回
で

4
回
目

を
迎
え
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
さ
て
、
現

在
の
経
済
状
況
の
下
、
市
の
諸
々
の
事
業

に
つ
い
て
、
可
能
な
限
り
会
員
企
業
へ
の

発
注
に
つ
い
て
是
非
ご
配
慮
を
お
願
い
致

し
ま
す
」
旨
の
挨
拶
が
あ
り
、
そ
の
後
約

初
分
の
市
長
の
お
話
し
、
そ
し
て
懇
談
と

い
う
形
で
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

寺
田
市
長
の
談
話
(要
旨
)

道
路
で
座
り
込
ん
で
い
る
若
者
や
、
残

虐
な
殺
人
事
件
の
多
発
な
ど
を
見
る
に
つ

け
、
つ
い
最
近
ま
で
、
若
い
人
達
に
対
し

て
半
分
諦
め
の
気
持
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
先
ご
ろ
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
サ
ッ

カ
ー
で
は
フ

l
リ
ガ

ン
の
暴
動
も
無
く
、

む
し
ろ
若
い
人
を
中
心
に
外
国
客
の
も
て

な
し
が
非
常
に
う
ま
く
い
き
ま
し
た
。
ま

た
、
先
ほ
ど
桜
美
林
学
園
が
夏
の
甲
子
園

に
決
勝
進
出
を
決
め
た
と
の

一
報
が
入

っ

た
り
で
、
中
々
今
の
若
い
人
達
も
捨
て
た

も
の
で
は
な
い
な
と
思
い
な
お
し
て
い
ま

す
。町

田
を
訪
れ
て
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
て

い
た
地
中
海
キ
プ
ロ
ス
の
人
達
が
「
大
変

に
街
が
き
れ
い
だ
、
人
々
が
凡
帳
面
で
優

し
い
」
と
本
音
で
評
価
し
て
く
れ
ま
し
た
。

次
代
を
担
う
若
者
に
夢
を
託
し
て
、
世
界

か
ら
評
価
さ
れ
る
日
本
に
す
る
た
め
、
法

人
会
の
方
々
に
も
各
界
の
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
青
少
年
育
成
に
お
力
添
え
を
頂
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
バ
ブ
ル
崩
壊
か
ら

凶
年
あ
ま
り
、

今
は
最
悪
の
経
済
状
況
で
楽
観
は
出
来
ま

せ
ん
。
町
田
市
財
政
は
過
去

5
年
間
で
印

億
円
の
収
入
減
で
側
億
円
と
な
り
ま
し

た
が
、
全
国

3
0
0
0
の
市
の
中
で
凶

市
し
か
な
い

〈
富
裕
団
体
》
で
あ
る
と
い

う
こ
と
で
地
方
交
付
税
は
固
か
ら
も
ら
え

ず
、
毎
年
積
立
金
を
取
り
崩
し
て
い
る
の

が
現
状
で
す
。

私
は
政
策
と
し
て
都
市
基
盤
整
備
を
掲

げ
て
き
ま
し
た
が
、
つ
い
先
ご
ろ
東
急

問

@ 



と
公
民
館
を
擁
す
る
町
田
駅
前
再
開
発
ピ

ル
が
オ
ー
プ
ン
、
そ
れ
に
伴
う

3
4
1
1

号
線
は
日
月
に
は
開
通
の
予
定
で
す
。
鶴

川
の
〈
あ
や
め
の
ト
ン
ネ
ル
V

の
工
事
も

既
に
着
工
し
て
い
ま
す
。
相
原
駅
の
新
築

も
着
工
、
市
民
ホ

l
ル
耐
震
工
事
は
完
了

し
、
ま
た
全
域
で
の
小
中
学
校
の
増
設
も

行

っ

て

い

ま

す

。
既

設

小

中

学

校

1
5
o
o
-
-
6
0
0
の
教
室
天
井
に

フ
ァ
ン
を
つ
け
る
た
め
の
予
算
化
も
い
た

し
ま
し
た
。
と
れ
に
つ
い
て
は
競
争
入
札

で
は
あ
り
ま
す
が
、
是
非
市
内
の
電
気
工

事
業
の
方
に
お
願
い
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

ま
た
、
老
齢
人
口
の
増
加
に
伴

っ
て
特

養
老
人
ホ

l
ム
の
増
設
な
ど
も
行

っ
て
い

ま
す
が
、
平
行
し
て
働
く
若
い
お
母
さ
ん

の
子
育
て
支
援
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

保
育
園
の
増
設
や
幼
稚
園
児
へ
の
援
助
金

(
2
千
円
を

3
千
円
に
増
額
)
な
ど
も
実

施
し
て
い
ま
す
。

現
代
は
少
子
化
と
言
わ
れ

2
ペ
ア
の

男
女
か
ら
ひ
と
り
し
か
子
供
が
生
ま
れ
な

い
計
算
で
す
。
こ
の
ま
ま
で
は
日
本
の
人

口
は

4
1
5
年
先
に
減
り
始
め
ま
す
。

平
均
寿
命
こ
そ
男
性
別
歳
、
女
性
的
歳

ま
で
伸
び
ま
し
た
が
、
生
産
力
と
し
て
は

期
待
で
き
ま
せ
ん
。

し
か
し
な
が
ら
我
が
町
田
は
全
国
で
も

日
位
に
入
る
人
口
の
伸
び
率
で
毎
年

7
0
0
0
人
づ
っ
人
口
が
増
え
、
来
年
は

ω万
人
を
超
え
そ
う
で
す
。
そ
の
意
味
で

は
町
田
市
は
多
少
元
気
に
な
る
の
で
は
と

期
待
し
て
い
ま
す
。

青
山
副
都
知
事
が
言
っ
て

い
る
様
に
、

多
摩

・
町
田

・
相
模
原
は
都
県
を
越
え
て

新
し
い
街
、
つ
く
り
の
大
き
な
力
が
集
ま
っ

て
い
ま
す
。
青
山
藤
吉
郎
氏
は
昭
和
必
年

に
四
ヶ
町
村
合
併
と
い
う
大
事
業
を
成
し

遂
げ
ら
れ
ま
し
た
。
私
も
こ
の
よ
う
な
可

能
性
を
秘
め
た
町
田
の
将
来
の
た
め
の
基

礎
m

つ
く
り
に
最
後
の
頑
張
り
を
し
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
日
は
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

(文
責
・三
橋
)



コルフコンペ

地区会の
ιりも~

原
町
田
第
・
第
二
地
区
合
同

「富
士
山
の
雄
大
な
景
観
と

3
位
入
賞
の
賞
品
は
・
・
・
」

6
月

5
日
の
早
朝
、
険
を
こ
す
り
な
が

ら
の
集
合
は
宝
永
堂
ア
ネ

ッ
ク
ス
前
。
ゴ

ル
フ
に
は
ま

っ
て
い
る
私
に
と

っ
て
、
い

そ
い
そ
と
重
い
バ

ッ
グ
も
何
の
そ
の
、
快

晴
の
お
天
気
に
益
々
気
分
は
絶
好
調
。
上

手
も
下
手
も
、
原
町
田
第

一
・
第
二
地
区

会
の
精
鋭
?
日
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

ゴ
ル
フ
場
専
用
の
送
迎
パ
ス
に
揺
ら

れ
な
が
ら
、
車
中
で
は
地
区
会
長
さ
ん
の

清
々
し
い
朝
礼
に
始
ま
り
、
恒
例
の
ビ
デ

オ
に
よ
る
研
修
と
税
金
ク
イ
ズ
の
答
案

用
紙
配
付
。
ボ
ー
ル
ペ
ン
を
握
つ
て
の
必

死
の
回
答
に
眠

っ
た
頭
が
い
き
な
り
目

覚
ま
し
時
計
に
な
り
ま
し
た
。

着

い
た
ゴ
ル
フ
場
は
、
朝
霧
ジ
ャ
ン
ボ

リ
ー
ゴ

ル
フ
ク
ラ
ブ
。
さ
す
が
法
人
会
で

す
。
整
備
の
行
き
届
い
た
コ

l
ス
と
、
目

の
前
に
迫
る
富
士
山
の
雄
大
な
景
観
は
、

初
め
て
訪
れ
る
私
に
と

っ
て
し
ば
し
気

分
が
賛
沢
モ
l
ド
に
な
り
ま
し
た
。

@ 

全
体
に
フ
ラ

ッ
ト
で
距
離
は
十
分
、
フ

ェ
ア
ウ
ェ
イ
は
広
々
と
し
て
池
や
ク
リ
ー

ク
も
巧
み
に
配
置
さ
れ
て
お
り
、
な
か
な

か
ス
コ
ア
が
ま
と
ま
ら
な
い
私
で
も
久
し

振
り
に
ゴ
ル
フ
を
堪
能
し
ま
し
た
。

6
月
初
旬
と
も
思
え
な
い
暑

い
日
差

し
を
受
け
な
が
ら
、
お
も
い
き
り
緑
の
中

の
白
球
飛
ば
し
、

1
日
が
ア

ッ
と
い
う
聞

に
過
ぎ
ま
し
た
。
参
加
者
の
全
員
が
心
身

と
も
に
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ

さ
れ
、
明
日
へ
の

鋭
気
が
十
分
に
養
わ
れ
た
頃
、
満
足
げ
な

皆
さ
ん
の
顔
は
う

っ
す
ら
赤
く
日
に
焼
け

て
お
り
ま
し
た
。
(若
干

1
名
は
除
く
)



優
勝
は
吉
川
氏
、
準
優
勝
は
三
橋
氏
、

因
み
に
私
は
、ペ

リ
ア
方
式
で
運
ま
か
せ

の
3
位
に
入
賞
し
て
、
賞
品
よ
り
も
重
い

お
土
産
は
栄
え
あ
る
レ
ポ
ー
ト
提
出
者
。

ま
た
の
機
会
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま

す
。
担
当
さ
れ
た
役
員

・幹
事
さ
ん
に
は

本
当
に
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

(原
町
田
第

一
地
区
会

岸
間
保
隆
)

税務研修会小
川
・
つ
く
し
野
地
区
会

弓「利
子
税
に
つ
い
て
止
納
¥

小
川
・

つ
く
し
野
地
区
会
は
、
平
成
日

年
度
最
初
の
税
務
研
修
会
を

6
月
幻
日

午
後

6
時
よ
り
、
つ
く
し
野
研
修
セ
ン
タ

ー
に
於
て
実
施
し
ま
し
た
。

講
師
は
町
田
市
農
協
小
川
支
庖
長
加
藤

悦
男
氏
。
テ
ー
マ
は

「利
子
税
」
に
つ
い
て
。

加
藤
氏
に
講
師
の
依
頼
を
し
た
の
は

6

月

3
日
、
お
忙
し
い
中
、
研
修
会
の
資
料

を
作
成
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
約
日
分
間

の
分
か
り
易
い
講
義
、
加
藤
氏
の
笑
顔
あ

ふ
れ
る
語
り
口
、

自
然
と
会
場
の
雰
囲
気

つくし野研修センターにて

が
和
ら
ぎ
ま
す
。

あ
と
数
年
後
に
は
非
課
税
マ
ル
優
が
廃

止
に
な
る
と
い
う
こ
と
を
知
ら
さ
れ
て
参

加
者
全
員
驚
き
ま
し
た
。
超
低
金
利
時
代

の
続
く
今
日
、

忘
れ
が
ち
な
「
利
子
」
そ
し

て
「税
」
と
い
う
も
の
を
し
み
じ
み
と
学

習
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

研
修
の
後
は
懇
談
会
が
盛
り
上
が

っ
た

の
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
後
片
付

け
も
皆
な
で
す
れ
ば
楽
し
い
も
の
で
す
。

参
加
者
の

一
体
感
を
得
る
こ
と
が
で
き
た

有
意
義
な
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

(山
下
守
雄
)
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会
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叫ピ調融ピA
のの 「
けけ 鎮
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員
(
株
)
ア
ロ
l
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ

矢
沢

阿夏
弓c-受~

E苓
の胸
斗2

夜 h-
風 jy
lこト

実に
ね

父
め
日
や

帰
か
来
て

黒
雲
と

母
の
顔

透
く
名
刺

梅
を
干
す

(
株
)
堤
ビ
ル
祖
の
歩
み

盤
の
夜

堤

子
等
に
伝
へ
る

子
ぶ
り
や
さ
し
く

(
株
)
三
興

渋
谷

近
く
な
る

神
鳴
さ
ま
が

ほ
ん
の
り
寄
せ
て

青
葉
木
菟

(株
)
日
経
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

丸
山

七合ね
国歓ι
やの
イl三

追
へl荏
lさ偏
f土の
志 z乞

り早

往
く
人
の

切
り
株
の

風
の
澄
む

夏
暮
色腕-

ハツエ

日
光
参
拝

夏
木
立

雲
の
峰

(
有
)
瑚
也
容
ひ
か
る

来
る
人
に
見
ゆ

案
内
板
や

武
敏
栄清

藤
夫

メ入
Zミ

せ
せ
ら
ぎ
に

夕
焼
の

夕
焼
や

白
日
傘

濃
く
淡
く

パ
l
ゲ
ン
の

(
有
)
シ
マ
ノ

必
れ
て
鐙
の

さ
ざ
な
み
遥
か

(
株
)
マ
ツ
ヤ
マ

水
辺
に
映
ゆ
る

う
な
じ
美
人
の

丸
昭
シ
ル
ク
(
株
)

花
火
に
浮
き
し

旗
の
あ
ち
こ
ち

(
株
)
町
田
電
子
計
算
セ
ン
タ
ー

畿
火
や

打
水
や

満
月
少
し

と
ど
か
ぬ
処

(
有
)
千
石
屋

早
苗
田
の
曲
線
も
あ
り

盆
市
の
騒
音
離
れ

梅緋
雨鰹
のの
川 子

(
株
)
フ
サ
ミ
ボ
ー
リ
ン
グ

黒
の
尾
立
て
し

と
く
い
に
泳
ぐ

佐j!jf
渡ふ
ヶ谷
島邸
戸

可叱4色部 旬、

重吉
野

東
(康

長
き
影

歩
の
し
づ
か

堀
内雲
の
い
ろ

大
酉
日

主
方

こ
は
れ
そ
、
っ

そ
こ
老
ゆ
る

高
橋

昼
さ
が
り

あ
か
ね
雲

中
村轡う岩

ピイ影
示に 好

子
節
子

判
子

い
よ
子

初
枝

ト
セ
子

七老t
タ驚す
やの

主?夏
な茜
き

ザ
早
府
由
の

汗
ぬ
ぐ
ふ

紫
陽
花
の

夕
焼
や

神
蔵
興
業
(
有
)

声
に
目
覚
め
し

空
い
っ
ぱ
い
の

(株
)
す
ず
か
け
商
事

は
る
か
な
山
河

木
蓮
の
家
に

(
有
)
う
ち
だ

哀
喜
こ
ぼ
る
る

工
事
現
場
の

(
有
)
高
梨
肉
屈

色
あ
ざ
や
か
な

雨
雲
去
り
て

モ
リ
マ
チ
ス
ポ
ー
ツ
(
株
)

夕

焼

や

歌

口
、ず
む

孫
の
手
が
夕
焼
空
の

太
陽
へ

夕
焼
や

富
士
交
通
(
有
)

背
伸
び
し
て
ゐ
る

日
々
好
日
と

(
有
)
協
同
電
気

神
蔵

静
か
な
り

思
ひ
湧
く

友
ヂ|

美
し
く

影
ひ
と
つ

内
田

小
海
線

男
た
ち

高
梨

ヮb
二巳

ま雨
し上
り

森
川

露
路
の
径

鳥
を
追
ふ

喜
代
子

立
葵

母
の
言
ふ

UI半
杉1I

富
美
子

切
る
前
に
ま
あ
る
く
洗
ふ
西
瓜
か
な

庭
先
の
い
つ
も
聞
き
役
十
薬
の
花

@ 

玉
江

| 短歌・俳句をお寄せください。こ寄稿には、事務局宛てご一報くださいJ次回の発行はiIl月の予定です。 I

女子
正
予

ナ
ヲ

良
子



1. 

主ム
口

源
泉
部
会
・

第
一
回
研
修
会

「
、
源
泉
徴
収
の

基
礎
知
識
」

弘

ι-.::.-:--

本

年
度
第
l
回
目
の
源
泉
部
会
研
修

会
が

5
月
口
日
に
法
人
会
会
議
室
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
町
田
税
務
署
西
出
法
人
第
二
統

括
官
に
講
師
を
お
願
い
し
、
時
期
的
な
面

を
考
慮
し
て
、
主
に
新
し
く
源
泉
徴
収
事

務
に
携
わ
る
各
社
の
担
当
の
方
を
対
象
に
、

所
得
税
の
源
泉
徴
収
の
基
礎
に
つ
い
て
約

1
時
間
却
分
に
わ
た

っ
て
研
修
を
行
い

ま
し
た
。

課
税
か
非
課
税
か
の
判
断
が
よ
く
混
同

さ
れ
る
事
例
と
し
て
、
残
業
時
の
食
事
や

永
年
勤
続
者
の
記
念
品
、
社
内
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
の
負
担
金
等
の

〈現
物
給
与
〉

に
つ
い
て
具
体
的
に
説
明
が
さ
れ
ま
し
た
。

例
え
ば
、
残
業
し
た
人
の
夜
食
や
宿
日

直
者
の
食
事
は

〈現
物
〉
で
支
給
さ
れ
る

限
り
は
毎
日
で
も
非
課
税
。
永
年
勤
続
記

念
の
旅
行
ギ
フ
ト
券
は
〈
選
択
性
〉
が
あ

る
の
で
原
則
課
税
で
す
が
、
概
ね

1
年
以

内
に
旅
行
を
し
た
事
実
が
確
認
で
き
る
書

類
が
あ
れ
ば
非
課
税
、
等
々
で
す
。

こ
れ
ら
の
事
例
を
分
か
り
ゃ
す
く
解
説

し
た
「
源
泉
所
得
税
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
」
や

「
源
泉
徴
収
の
し
か
た
」
な
ど
の
資
料
は

町
田
税
務
署
や
法
人
会
で
も
無
料
で
配
布

し
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
声
を
か
け

て
下
さ
い
。

そ
の
あ
と
の
、
質
疑
応
答
の
時
間
で
も

参
加
者
か
ら
活
発
な
質
問
が
な
さ
れ
、
熱

の
乙
も

っ
た
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

@ 



部会
便り

源泉部会・第2回研修会

「税務&労務管理J

講
師
の
河
村
労
務
士

第
2
回
目
の
研
修
会
が

7
3日

に
法
人
会
会
議
室
で
聞
か
れ
ま
し
た
。
参

加
人
数

M
名
。

今
回
は
第

一
部
で
、
こ
の
ほ
ど
着
任
さ

れ
た
太
田
法
人
第
二
統
括
官
に
「
パ
ー
ト

タ
イ
マ
ー
の
源
泉
徴
収
税
」
に
つ
い
て
、

第
二
部
で
社
会
保
険
労
務
士
の
河
村
卓
氏

に
「
社
会
保
険
を
中
心
と
し
た
最
近
の
労

務
管
理
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
そ
れ
ぞ
れ

講
習
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

太
田
統
括
官
は
パ
ー
ト
タ
イ
マ

ー
の
交

通
費
の
取
り
扱
い
や
配
偶
者
控
除
と
配
偶

者
特
別
控
除
に
つ
い
て
具

体
的
な
数
値
を
も
と
に
分

か
り
ゃ
す
く
説
明
を
さ
れ
、

河
村
先
生
は
社
会
保
険
法

の
改
正
、
社
会
保
険
の
適
用
、

ワ
l
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
、
最

新任の太田統括官

近
の
人
事
制
度
、
退
職

・
解
雇
に
関
す
る

ト
ラ
ブ
ル
な
ど
の
問
題
に
つ
い
て
新
聞
記

事
や
、
具
体
的
な
事
例
集
を
資
料
と
し
て

解
説
を
さ
れ
ま
し
た
。
時
節
柄
退
職

・
解

雇
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
は
切
実
な
問
題
で

受
講
者
か
ら
も
現
実
的
な
質
問
が
あ
り
ま

し
た
。
2
時
間
に
わ
た
る
長
い
研
修
で
し
た
が

皆
さ
ん
懸
命
に
メ
モ
を
取
ら
れ
、
大
変
熱

心
に
受
講
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
〈
給
与
所

得
の
源
泉
徴
収
税
〉
の
基
礎
的
知
識
と
そ

の
周
辺
の
知
識
を
効
率
良
く
タ
イ
ム

リ
ー

に
勉
強
で
き
た
研
修
会
と
な
り
、
受
講
者

の
方
に
も
好
評
で
し
た
。

女
性
部
会
・
定
時
総
会
報
告

「
日
年
度
は
地
区
別
懇
談
会
を
開
催
」

去

る

5
月
9
日
、
ホ
テ
ル
ラ
ポ
1

ル
千
寿
閣
に
於
い
て
、
女
性
部
会
第
幻
固

定
時
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

八
木
会
長
を
始
め
、
町
田
税
務
署
、
大

同
生
命
の
皆
様
の
御
臨
席
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま
た
、
部
会
員

U
名
の
皆
様
に

お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
明
る
い
雰
囲
気
の

中
、
若
林
副
部
会
長
の
司
会
に
よ
り
進
め

ら
れ
ま
し
た
。

昨
年
計
画
い
た
し
ま
し
た
青
年
部
会
と

@ 

熱心にメモをとる源泉部会の皆さん



の
合
同
事
業
の
手
帳
式
名
簿
も
出
来
あ
が

り
、
皆
様
に
お
渡
し
出
来
ま
し
た
。
各
社

の
ピ
1

ア
ー
ル
も
載
せ
て
あ
り
ま
す
。
親

睦
に
、
お
取
引
に
上
手
に
活
用
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

平
成
比
年
度
は
、

町
田
内
を

4
つ
の

ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
、
地
区
懇
談
会
を
実
施

し
ま
す
。
部
会
の
内
容
を
十
分
知
っ
て
頂

き
、
会
員
の
皆
様
と
意
見
交
換
を
交
わ
し

て
時
代
に
相
応
し
い
活
動
を
取
り
入
れ
た

い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
八
木
会
長
よ
り
、
経
済
は
ま
だ

ま
だ
明
る
さ
が
見
え
ま
せ
ん
が
、
女
性
の

本
能
を
活
か
し
正
直
に
事
業
に
取
り
組
ん

で
ほ
し
い
。
ま
た
岩
崎
副
署
長
よ
り
、
税

に
対
す
る
理
解
と
協
力
を
と
ご
祝
辞
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

第
二
部
で
昼
食
懇
談
会
を
開
催
し
、
総

会
後
の
ゆ

っ
く
り
と
し
た
楽
し
い
会
話
が

弾
み
ま
し
た
。
第
三
部
で
は
「
意
外
と
知

ら
れ
て
い
な
い
ペ
イ
オ
フ
対
策
」
と
題
し

ま
し
て
、
大
同
生
命
保
険
株
式
会
社
研
修

部
長
の
島
津
氏
よ
り
講
演
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
既
に
平
成

U
年

4
月

1
日
よ
り

定
期
預
金
の
保
護
が
解
禁
さ
れ
て
い
る
な

か
「
ペ
イ
オ
フ
対
策
と
し
て
、
早
く
借
金

は
返
す
方
が
良
い
。
商
品
と
し
て
金
も
動

い
て
い
る
。
外
貨
預
金
や
外
債
等
も
良
く
、

リ
ス
ク
を
考
え
、
調
査
研
究
し
て
自
分
な

り
の
対
策
を
立
て
る
よ
う
に
す
る
」
等
の

興
味
深
く
理
解
出
来
た
講
演
で
し
た
。
皆

様
、
如
何
で
し
た
で
し
ょ
う
か
。(神
蔵
玉
江
)

女
性
部
会
・
南
地
区
懇
談
会

「
意
見
交
換
で
は
色
々
な
提
案
が
あ
り
ま
し
た
」

南

地
区
の
懇
談
会
は
、

4
月

M
日

午
後

7
時
よ
り
成
瀬
駅
近
く
の
ジ
ロ

l

で
行
い
ま
し
た
。

地
元
在
住
の
八
木
会
長
は
じ
め
女
性
部

会
担
当
の
木
目
田
副
会
長
、
林
地
区
会
長
、

木
目
田
地
区
会
長
の
ご
臨
席
を
い
た
だ
き
、

総
勢
初
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

自
己
紹
介
か
ら
始
ま
り
、
意
見
交
換
等

を
お
こ
な
い
、

2
時
間
半
が
あ

っ
と
い
う

聞
に
終
わ
り
ま
し
た
。
親
会
の
方
々
よ
り

「
女
性
パ
ワ

ー
を
発
揮
し
て
、
今
後
は
地

区
で
法
人
会
の
増
強
運
動
に
協
力
し
積
極

的
に
進
め
て
ほ
し
い
」
と
の
こ
と
で
し
た
。

初
参
加
の
方
や
未
加
入
の
方
も
参
加
さ

れ
た
の
で
、
意
見
交
換
で
は
色
々
な
提
案

が
あ
り
ま
し
た
。

@ 



①
女
性
部
会
で
の
町
お
こ
し

②
土
日
の
旅
行
、
ま
た
は
夜
の
会
合
の
開

催
(
昼
間
働
い
て
い
る
人
が
い
る
た
め
)

③
観
劇
会
(
ミ
ュ

l
ジ
カ

ル、

音
楽
会
、
宝

塚
な
ど
日
常
行
け
そ
う
も
な
い
と
こ
ろ
)

④
夜
の
パ
ソ
コ
ン
教
室
(
本
部
事
業
に
参

加
)
そ
の
後
お
誘
い
し
た
総
会
や
見
学
研

修
会
で
は
出
席
希
望
者
が
多
数
あ
り
、
活

発
な
意
見
交
換
の
効
果
が
表
わ
れ
ま
し
た
。

「
女
性
部
会
に
出
席
し
て
良
か

っ
た
と
言

う
気
持
ち
で
帰
れ
る
よ
う
な
会
で
あ
っ
て

ほ
し
い
」
と
の
会
長
の
お
言
葉
ど
お
り
と

て
も
有
意
義
で
和
や
か
な
懇
談
会
で
し
た
。

(
藤
原
公
子
)

女性部会・一泊見学研修会

「ゆりと菖蒲と舘山寺」
j土

にミu.
6ノU

月り
5 輝

日ム
6 陽
日と

に
か
け
て

一
泊

一
日
の

旅
が
始
ま
り
ま
し
た
。
パ

ス
は
朝

8
時
半
に
法
人

会
前
を
出
発
。
平
日
の
せ

い
か
道
路
は
と
て
も
す

い
て
い
て
、
神
蔵
部
会
長

の
挨
拶
の
後
、
お
茶
や
お

菓
子
を
い
た
だ
き
な
が

ら
研
修
ビ
デ
オ
を
見
て

い
る
内
に
、
足
柄
サ
l
ビ

ス
エ
リ
ア
に
つ
き
ま
し
た
。

幹
事
さ
ん
か
ら
焼
き
た
て
パ
ン
が
配

ら
れ
た
あ
と
、
頭
の
冴
え
て
い
る
う
ち
に

税
金
ク
イ
ズ
で
お
勉
強
を
し
ま
し
た
。
易

し
い
も
の
か
ら
引
っ
か
け
問
題
ま
で
却
問
。

法
人
会
な
ら
で
は
の
研
修
で
と
て
も
参

考
に
な
り
ま
し
た
。
パ
ス
は
第
二
の
休
憩

地
牧
の
原
へ

。
お
茶
畑
に
固
ま
れ
て
お
い

し
い
お
茶
を
飲
み
な
が
ら

一
休
み
。
ち
ょ

う
ど
畳
頃
最
初
の
見
学
地
掛
川

「加
茂
花

菖
蒲
園
」
に
着
き
ま
し
た
。

桃
山
時
代
か
ら
の
庄
屋
屋
敷
加
茂
荘

に
入

っ
て
い
く
と
「
ワ

l
」
と
い
う
歓
戸

が
あ
が
り
ま
し
た
。
そ
こ
は
と
て
も
見
事

な
球
根
ベ
コ
ニ
ア
の
花
々
、
ア
ジ
サ
イ
、

コ
リ
ウ
ス、

エ
ン
ゼ

ル
ト
ラ
ン
ペ
ッ

ト
等
々

が
満
開
の
多
目
的
温
室
の
中
で
し
た
。
そ

の
中
で
庄
屋
料
理
の
昼
食
を
い
た
だ
き
、

心
も
体
も
健
康
に
な
っ
た
気
が
い
た
し
ま

し
た
。
庭
に
出
て
い
く
と
ま
た
そ
こ
は
別

世
界
の
絵
物
語
。
す
ば
ら
し
い
花
菖
蒲
園

に
は

1
5
0
0
品
種
間
万
株
の
菖
蒲
が

@ 
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咲
き
競
っ
て
い
ま
し
た
。
と
て
も
満
足
気

分
で
パ
ス
に
乗
り
袋
井
の
「
可
睡
ゆ
り
の

園
」
へ
向
か
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
は

3
万

坪
に
広
が
る
山

一
面
に
、
世
界
問
余
品
種

の
ゆ
り
の
競
演
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
自
然

浴
で
ま
た
心
も
体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

。
ゆ

り
の
香
り
と
色
の
効
果
が
あ
る
よ
う
で
す
。

本
日
の
宿
泊
地
舘
山
寺
温
泉
へ
着
き
、

早
速
露
天
風
呂
へ

。
そ
こ
は
キ
ミ
マ
ロ
式

卜
ド
さ
ん
た
ち
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

汗
を
流
し
た
後
の
宴
会
は
、
お
い
し
い
ご

馳
走
を
い
た
だ
き
な
が
ら
武
藤
さ
ん
の
ス

テ
キ
な
フ
ラ
ダ
ン
ス
に
始
ま
り
、
ゲ
ー
ム
、

カ
ラ
オ
ケ
等
々
。
南
地
区
の
幹
事
さ
ん
達

に
よ
る
レ
ク
ダ
ン
ス
、
ズ
ン
ド
コ
節
。
最

後
に
は
全
員
輪
に
な
っ
て
炭
坑
節
を
踊
り

楽

し
く
頼
も
し
く

終
え
ま
し
た
。
日
本

の
景
気
も
こ
の
位

元
気
に
楽
し
く
な

っ
て
く
れ
れ
ば
い

部会
( 

い
の
に
と
思
い
ま

し
た
。

翌
日

9
時
に
宿

花器丸子竹細工作りにチャレンジ宴会で、ジ.エスチャーゲーム

を
出
発
。
丸
子
の
「
駿
府
匠
宿
」
で
花
器
丸

子
竹
細
工
作
り
を

1
時
間
体
験
し
、
夏
用

の
涼
し
げ
な
花
器
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

麦
と
ろ
ろ
膳
の
昼
食
を
い
た
だ
き
、
清
水

で
お
土
産
を
買
い
ま
し
た
。

車
中
キ
ミ
マ
ロ
の
お
母
さ
ん
向
け
カ
セ

ッ
ト
テ
ー
プ
を
聞
き
な
が
ら
帰
路
に
着
き

ま
し
た
。
と
て
も
充
実
し
た

2
日
間
で
し

た
。

(
阿
部
恵
美
子
)

加茂花菖蒲園の庭園には花菖蒲と女性部の皆さんが咲き競ってし法す
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部会
便り

女
性
部
会
・
見
学
研
修
会

「

D
N
A
研
究
所
と
春
の
一
房
総
」

ム
ブ
年
は
例
年

に
比
べ
春
の
訪
れ

が
早
く
、
私
の
住
ん

で
い
る
相
原
で
も
、
梅
の
花
が
散
り
始
め

た

3
月
ロ
日
、
暖
か
な
一房
一
総
へ
の
ひ
と

足
早
い
春
の
研
修
旅
行
に
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
の
研
修
旅
行
は
、

D
N
A
研
究
所

の
見
学
と
春
の
花
摘
み
で
し
た
。

私
は
い
つ
も
旅
に
出
る
時
、
出
か
け
る

前
か
ら
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
す
。
そ
れ
は
、
旅

に
出
る
事
に
よ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
人
と
の

出
合
い
、
自
然
と
の
出
合
い
、
新
し
い
知

識
と
の
出
合
い
、
そ
し
て
新
し
い
体
験
と

の
出
合
い
が
あ
る
か
ら
で
す
。

D
N
A
研
究
所
で
は
、

D
N
A
が
地
疎

上
の
全
て
の
生
命
の
源
で
あ
り
、
遺
伝
子

情
報
で
あ
り
、
生
命
の
し
く
み
を
解
明
す

る
大
切
な
も
の
だ
と
い
う
こ
と
が
お
ぼ
ろ

げ
な
が
ら
わ
か
り
ま
し
た
。
新
し
い
知
識

と
の
出
合
い
で
し
た
。
ま
た
、
個
人
で
は

な
か
な
か
行
く
機
会
の
な
い
研
究
所
の
見

学
と
い
う
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

春
の
自
然
と
の
出
合
い
も
あ
り
ま
し
た
。

路
地
に
い
ち
早
く
咲
く
イ
ヌ
フ
グ
リ
の
花

を
見
つ
け
た
り
、
広
い
畑
に
誠
訟
を
敷
き

つ
め
た
よ
う
に
咲
く
菜
の
花
を
摘
み
、
春

を
身
体
で
感
じ
ま
し
た
。
そ
の
他
赤
、
黄

色
、
白
等
、
色
と
り
ど
り
に
咲
き
乱
れ
る

ポ
ピ
l
の
花
に

つ
つ
ま
れ
て
、
鮮
や
か
な

ポ
ピ
l
の
美
し
さ
に
感
動
し
春
を
満
喫
し

た
気
分
に
ひ
た
り
ま
し
た
。

青
い
空
と
広
い
海
原
、
特
に
帰
り
の
金

谷
港
で
見
た
地
平
線
に
沈
む
真
赤
な
大
き

な
太
陽
は
今
で
も
心
の
フ
ィ
ル
ム
に
焼
き

つ
い
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
料
理
と
の
出

合
い
。
久
し
振
り
の
フ
ラ
ン
ス
の
コ

l
ス

料
理
は
と
て
も
幸
せ
な
気
分
で
し
た
。

素
敵
な
お
人
の
メ
ン
バ

ー
に
恵
ま
れ
、

童
心
に
返

っ
て
の
楽
し
く
、
有
意
義
な
研

修
旅
行
と
な
り
ま
し
た
。
お
世
話
を
い
た

だ
い
た
皆
様
に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

(
金
子
ミ
チ
子
)

@ 
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-日
・・困

長辞*噛略泌綴滋総務総臨鍵秘主

研
修
委
員
会

春
の
講
座
続
々
と
開
催

平
成
叫
年
度
も
例
年
同
様
の
講
習
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
簿
記
講
習
会
や
申
告

書
の
書
き
方
説
明
会
は
順
調
に
実
施
し
ま

し
た
が
、
パ
ソ
コ
ン
教
室
、
パ
ソ
コ
ン
講

座
に
つ
い
て
は
思
っ
た
ほ
ど
参
加
者
が
集

ま
ら
ず
、
や
む
な
く
中
止
す
る
講
座
も
あ

り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
新
し
い
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
つ
く
る
必
要
が
あ
る
よ
う
で
す
。

一
方
、
決
算
期
を
迎
え
る
法
人
を
対
象

と
す
る
決
算
法
人
税
務
説
明
会
や
、
新
た

に
法
人
を
設
立
さ
れ
た
方
を
対
象
と
す
る

新
設
法
人
税
務
説
明
会
を
町
田
税
務
署
と

共
催
し
て
い
ま
す
。

簿
記
の
勉
強
は

パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
た
り
・
.. 

電
車
を
使
っ
た
り
・
.. 

簿
記
講
習
会
で
は
、
普
段
パ
ソ
コ
ン
を

使

っ
て
い
る
方
を
対
象
と
し
た

〈
パ
ソ
コ

ン
簿
記
講
習
会
》
と
、
元
帳
と
電
車
を
使

い
な
が
ら
体
で
憶
え
る

《
実
務
簿
記
講
習

会
》
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
簿
記
講
習
会
で
は
、
仕
訳
を

パ
ソ
コ
ン
に
入
力
す
る
と
元
帳
や
補
助
簿

な
ど
が
更
新
さ
れ
、
精
算
表
ま
で
ボ
タ
ン

ひ
と
つ
で
作
成
さ
れ
ま
す
そ
う
し
た
仕

組
み
を
解
説
し
な
が
ら、

パ
ソ
コ

ン
で
会

計
を
処
理
す
る
と
き
の
誤
り
や
す
い
チ
ェ

ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
な
ど
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
実
務
簿
記
講
習
会
は
、
元
帳
や
精

算
表
の
作
成
を
手
作
業
で
お
ぼ
え
て
い
き

ま
す
。
例
題
か
ら
、
仕
訳
↓
元
帳
へ
の
転

記
↓
精
算
表
の
作
成
と
簿
記
の
流
れ
に
沿

っ
て
分
り
や
す
く
説
明
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
講
習
会
は
、
簿
記
の
基
礎
知

識
を
習
得
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
仕
訳
の

処
理
の
仕
方
か
ら
決
算
書
を
つ
く
る
ま
で
、

実
務
レ
ベ
ル
で
役
立
つ
内
容
で
す
。

第

4
固
パ
ソ
コ
ン
簿
記
講
習
会

5
即
州知
山
日
か
ら

7
月
9
日

(7
回
)

延
べ
参
加

数

位

名

(株
)
オ
ン
ザ
ウ
工
イ

(株
)
ケ
イ
工
ス

(有
)
相
模
サ
ー
ビ
ス

(有
)
新
橋
理
容
館

町
田
市
資
源

(協
)

薗
固
ま
す
み

鈴
木
菜
穂
美

土

屋

因

子

大
久
保
和
博

芦
野
ま
ゆ
み

-
受
講
者
の
声
・

0
理
解
度
に
あ
わ
せ
て
進
め
て
下
さ

っ
た
の
で

安
心
し
ま
し
た
。

。
全
く
初
め
て
だ

っ
た
の
で
ド
キ
ド
キ
し
ま
し

た
が
、
少
し
わ
か
り
は
じ
め
た
の
で
お
も
し
ろ

@ 



の

く
感
じ
ま
し
た
。
(
初
回
)

。
売
上
原
価
に
つ
い
て
、
少
し
は
わ
か
っ
て
い
る

と
思

っ
て
い
ま
し
た
が
、

実
は
基
本
が
わ
か

っ

て
い
な
い
こ
と
が
は
っ
き
り
し
ま
し
た
。
も
う

少
し
勉
強
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

。
会
社
で
は
手
形
を
使

っ
て
い
な
い
の
で
、
今
日

の
説
明
を
聞
い
て
ど
う
い
う
も
の
な
の
か
少

し
わ
か
り
ま
し
た
。
(2
回
目
)

。
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
を
く
り
返
し
教
え
て
下
さ

想機お移民

‘ iご:高速も
h ‘p/<" ‘ 

f.， ゐ2竺、Aもt
会合河~):H. 九%も匂
刃均、eも守 .. ‘町、f' ~ 

h ボ

d刊

誌
可な

る
の
で
有
難
い
で
す
。
(3
回
目
)

。
勘
定
科
目
の
商
品
、
期
首
商
品
棚
卸
高
、
期
末

商
品
棚
卸
高
が
ま
だ
よ
く
理
解
で
き
て
い
ま

せ
ん
。

。
元
帳
へ
の
転
記
が
難
し

い
と
思
い
ま
し
た
。
(4

回
目
)

。
試
算
表
を
作
成
し
て
か
ら

B
/
S
、
P
/
L

の
作
成
の
仕
方
を
再
確
認
で
き
て
よ
か

っ
た
。

(6
回
目
)

O
パ
ソ
コ
ン
に
不
慣
れ
な
の
で
、
応
用
で
き
る
こ

と
を
教
わ
る
こ
と
が
で
き
た
ら
と
思

っ
て
い

ま
し
た
。
そ
れ
と
は
少
し
遣
い
ま
し
た
が
、
減

価
償
却
や
売
上
原
価
な
ど
、
よ
く
わ
か
ら
な
い

ま
ま
仕
事
で
使
っ
て
い
た
用
語
を
勉
強
で
き

た
の
で
こ
れ
か
ら
少
し
自
信
を
も

っ
て
や

っ

て
い
け
そ
う
で
す
。

。
決
算
書
を
見
で
わ
か
る
よ
う
に
な
り
た
か

っ

た
の
で
参
加
し
ま
し
た
。
だ
い
ぶ
勉
強
に
な
り

ま
し
た
。
(最
終
回
)

パソコン簿記・植田先生

第
幻
回
初
心
者
の
た
め
の

実
務
簿
記
講
習
会

5 
月
15 
日
か
ら

1~5 7 
也月

17 
日

10 
回

延
べ
参
加
数

本
間

(有
)
渋
谷
グ
リ

ー

ン

渋

谷

佐

由

利

(株
)
ジ
ョ
イ
ン
建
築
設
計
事
務
所
松
木
真
由
美

(有
)
チ
ー
ム
・
ナ
カ
ジ
マ

中
島

(株
)
テ
ッ
ク

(有
)
ヒ
口
リ
サ
ー
チ

町
田
市
資
源

(協
)

(株
)
町
田
予
防
衛
生
研
究
所

(株
)
町
田
予
防
衛
生
研
究
所

(株
)
メ
デ
ィ

コ
ム

(有
)
和
広

修
了
者
名
簿
(
怜
名

(有
)
い
ち
の
や

(株
)
ガ
ル

ー
タ

ク
リ
工
|
テ
ィ
フ
カ
ミ
ヤ

(株
)

(有
)
寿
興
業

(有
)
相
模
サ
ー
ビ
ス

シ
l
・
工
ヌ
・

シ
|

(株
)

@ 

敬
称
略
)

半
以
〈
〈
ロ

鈴
木
頓
宮
こ
ず
え

鈴
江
裕
美
子
国
子
秀
子

愛
理基

土
屋

弓 幸香
子江乃 孝

座奥 山相 瀬
間町崎沢川
真
敏樹
博満子

1) 
、y

鍵石
谷黒

-
受
講
者
の
声
・

0
基
礎
的
な
と
こ
ろ
か
ら
わ
か
り
や
す
く
解
説

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
(初
回
)

0
3
回
目
に
し
て
や

っ
と
授
業
に
つ
い
て
い
け

る
様
に
な
り
ま
し
た
。
や
は
り
習
う
よ
り
慣
れ

ろ
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
(3
回
目
)

。
今
日
の
決
算
の
と
こ
ろ
は
難
し
か

っ
た
で
す
。

家
で
復
習
し
ま
す
。
(4
回
目
)

わ
か

っ
た
よ
う
な
、
わ
か
ら
な
い
よ
う
な
・:
。



。
実
務
的
で
面
白
か
っ
た
で
す
。
決
算
の
準
備
に

か
か
り
、
多
少
簿
記
の
知
識
も
つ
い
た
の
で
理

屈
で
は
わ
か
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
さ
て
、

年

1
回
の
決
算
事
務
で
す
。
来
年
は
ど
こ
ま

で
実
務
に
活
か
せ
る
か
ち
ょ

っ
と
不
安
で
す
。

(5
回
目
)

O
沢
山
の
専
門
用
語
で
頭
の
中
が
混
乱
し
て
い

ま
す
。

。
実
際
に
手
形
を
扱

っ
た

こ
と
は
な
い
の
で
す

が
、
今
日
勉
強
し
た
こ
と
は
興
味
深
く
て
、
個

人
的
に
は
お
も
し
ろ
か

っ
た
で
す
。
(6
回
目
)

O
税
金
の
と
こ
ろ
を
本
日
勉
強
し
ま
し
た
。
あ
ま

り
よ
く
わ
か

っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
と
て
も

勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
(7
回
目
)

O
勉
強
し
て
い
る
こ
と
と
、
実
際
に
会
社
で
お
こ

な

っ
て
い
る
こ
と
が
異
な

っ
て
い
る
と
き
が

あ
り
ま
す
。
(
会
社
の
方
針
な
の
で
し
ょ
う
か
?
)

出
来
る
限
り
、
い
ま
勉
強
し
て
い
る
こ
と
を
実

務
に
反
映
さ
せ
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
に

は
も
っ
と
努
力
が
必
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
0

0
業
務
と
の
か
け
持
ち
は
厳
し
い
け
ど
残
り
も

頑
張
り
ま
す
。
(8
回
目
)

。
町
田
市
内
の
い
ろ
い
ろ
な
方
た
ち
と
知
り
合

い
に
な
れ
と
て
も
楽
し
か

っ
た
で
す
。
(
9
回

目
)

O
会
計
事
務
所
ま
か
せ
だ

っ
た
決
算
整
理
。
伝
票

の
起
票
も
、
今
期
は
で
き
た
し
、
決
算
書
も
よ

り
深
く
読
む
事
が
で
き
ま
し
た
。
(
最
終
回
)

第
叫
回
パ
ソ
コ
ン
教
室

パ
ソ
コ
ン
教
室
は
、
法
人
会
の
本
部
事

業
で
唯

一
夜
間
に
お
こ
な

っ
て
い
る
講
習

会
で
す
。

パ
ソ

コ
ン
未
経
験
者
を
対
象
と
し
て
、

教
材
の
表
計
算
ソ
フ
ト
〈
開
認
め
忌
を
使
い

な
が
ら
、
パ
ソ
コ
ン
の
扱
い
方
や
〈田
内
兄
]》

の
基
礎
知
識
、
表
と
グ
ラ
フ
を
使

っ
た
実

務
的
な
資
料
作
り
な
ど
を
講
習
し
ま
し
た
。

教
室
で
は
、
パ
ソ
コ
ン
の

モ
ニ

タ
ー
画

実務簿記・内田先生(前列中央の男

面
を
ス
ク
リ
ー
ン
に
投
影
し
て
、
マ
ウ
ス

の
動
き
を
分
か
り
ゃ
す
く
説
明
。
ま
た
、

分
か
ら
な
い
点
が
あ
っ
て
も
ア
シ
ス
タ
ン

ト
の
講
師
が
す
ぐ
助
け
に
来
て
く
れ
ま
す
。

期
間
中
、
台
風
の
接
近
に
伴
い

1
週
間

延
期
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
無
事

に
全
受
講
者
の
方
々
は
修
了
証
書
を
受
け

取
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

最終日に受講生の皆さんと・.

6
月
お
日
か

6
8月
7
日
(6
回
)

会
場
・
町
田
経
理
専
門
学
校

1
号
館

延
べ
参
加
数

ω名

(有
)
ア
ウ
ル
・
ス
ク
エ
ア

大
谷
工
業

(株
)

(有
)
オ
プ
チ
カ
ル
か
わ
の

(株
)
サ
ン
ト
口
ン

(株
)
一
ン
工
ス

(株
)
ジ
工
ス

(株
)
ジ
工
ス

東
神
建
設
工
業

(株
)

ト
キ
ワ
美
研

(株
)

(株
)
ハ
ウ
ジ
ン
グ
広
井

(有
)
藤
設
備

(有
)
穂
創
建

河大小
野谷山
津
子直大
男重八

中
尾

宇
都
木
す
み
子

村
松
さ
や
か

村
松
美
千
代

福

田

進

恐

神

敬

夫

虞

井

加

世

膏
藤
美
代
喜

米
運

勇
公
子

@ 



舎の委
-
受
講
者
の
声
・

0
興
昧
し
ん
し
ん
な
の
で
次
回
楽
し
み
に
し
て

ま
す
。
(初
回
)

@
合
計
や
平
均
等
一
つ
の
こ
と
を
や
る
に
も
色
々

な
や
り
方
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
(2

回
目
)

O
計
算
式
を
入
力
す
る
や
り
方
も
覚
え
ま
し
た

が、

コ
ピ
ー
張
り
付
け
で
ま
だ
迷
い
ま
す
。
く

り
返
し
が
肝
心
で
す
ね
。

。
多
少

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
さ
わ

っ
た
こ
と
が
あ

る
の
で
な
ん
と
か
わ
か
り
ま
し
た
が
、
さ
わ

っ

た
こ
と
が
な
い
人
に
は
、
難
し
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
(3
回
目
)

@
基
本
に
一
戻

つ
て
の
勉
強
で
し
た
の
で
、
確
認
が

出
来
、
大
変
良
か

っ
た
で
す
。
や
は
り
、
く
り

返
し
反
復
す
る
の
が
大
切
な
こ
と
で
す
。
私
の

よ
う
な
、
に
ぶ
い
人
に
は
り

(4
回
目
)

。
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
、
住
所
録
、
こ
れ
は
使
え
る
。

ま
た
復
習
し
て
も
ら
え
た
ら
あ
り
が
た
い
で

す
。
ぜ
ひ
活
用
で
き
る
よ
う
覚
え
た
い
。
(
5

回
目
)

。
パ
ソ

コ
ン
の
威
力
、
お
ど
ろ
き
ま
し
た
。
講
習

は
中
昧
が
濃
く
て
大
変
よ
か

っ
た
ん
で
す
が
、

身
に
つ
い
た
か
ど
う
か
は
、
あ
ま
り
自
信
が
あ

り
ま
せ
ん
。

。
た
い
へ
ん
わ
か
り
や
す
い
説
明
で
し
た
。
長
い

間
あ
り
が
と
う
ご
座
居
ま
し
た
。
又
、
機
会
が

あ
れ
ば、

先
生
の
講
義
を
受
け
た
い
と
思
い
ま

す
。
(6
回
目
)

第

7
期

P
C
ラ
l
ニ
ン
グ
コ
l
ス

第

7
期
パ
ソ

コ
ン
講
座
は
、
様
々
な
内

容
で
計
画
し
ま
し
た
が
、

〈
開
M
R
O
G
の
入

門
か
ら
活
用
の
講
座
と
会
計
ソ
フ
ト
の

体
験
を
実
施
し
ま
し
た
。
初
め
て
の
パ
ソ

コ
ン
と
ホ

l
ム
ペ

l
ジ
作
成
の
講
座
は

申
込
み
が
少
な
く
、
残
念
な
が
ら
中
止
と

な
り
ま
し
た
。

(
延
べ
参
加
数
幻
名
)

@ 

申
告
書
の

書
き
方
説
明
会
を
開
催

5
月
日
日
、
法
人
会
事
務
局
に
お
い
て

法
人
税
申
告
書
の
書
き
方
説
明
会
を
実
施

し
ま
し
た
。

こ
の
説
明
会
の
目
的
は
、
決
算
書
を
作

成
し
た
会
員
企
業
が
申
告
書
を
自
社
(
自

分
)
で
作
成
出
来
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で

す
。ビ

デ
オ
上
映
の
あ
と
、
各
事
業
年
度
の

所
得
の
計
算
に
つ
い
て
説
明
し
、
設
例
に

よ
る
財
務
諸
表
を
元
に
別
表

一
と
別
表
四
、

五
な
ど
を
実
際
に
作
成
し
ま
し
た
。

(参
加
数
日
名
)

け
総
悩

H
…



今日のコースは・・・
念入りに打合せ

広
報
委
員
会

〈
歩
い
て
わ
か
る
新
発
見
〉

取
材
日
記
刀

ω
2
N

今
回
の

《朱
雀
路
コ

l
ス
》
取
材
は
、
是

非
相
原
の
方
へ
:
・と
い
う
声
が
あ
が
り
、

地
元
の
役
員
さ
ん
に
お
尋
ね
し
ま
し
た
ら
、

「
玉
の
よ
こ
や
ま
道
ま
つ
り
市
民
実
行
委

員
会
と
い
う
組
織
ま
で
出
来
て
お
り
、
歩

く
所
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
」
と
の
こ
と

で
、
そ
の
ひ
と
つ
を
選
び
ま
し

た
。そ

し
て
前
固
ま
で
の

〈新
発

見
〉
を
見
た
女
性
部
会
の
方
々

か
ら
、
参
加
し
た
い
と
の
希
望

が
あ
り
ま
し
た
の
で

一
緒
に

歩
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
回

を
重
ね
る
毎
に
段
々
に
ぎ
や

か
に
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。

相
原
に
あ
る

N
P
O
夢
連
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ガ
イ
ド
の
市
川
さ
ん
が
朱
雀
路
の
ひ
と

つ
ひ
と
つ
を
説
明
し
て
く
れ
た
の
で
、
何

も
知
ら
な
い
で
歩
く
と
只
の
山
の
中
な
の

で
す
が
、
〔
豆
柿
〕
や
〔
古
代
窯
の
谷
〕
な
ど

相
原
の
歴
史
が
よ
り

一
層
身
近
に
感
じ
ら

れ
ま
し
た
。

6
月
の
梅
雨
の
合
間
の
と
て
も
汗
ば
む

よ
う
な
気
候
の
中
、
最
終
日
的
地
〔
ア
イ

ス
工
房
ラ

ッ
テ
〕
の
立
て
看
板
が
見
え
て

か
ら
は
、
足
取
り
も
軽
く
早
足
に
な

っ
て

ア
イ
ス
に
向

か
つ
て
歩
き

土品

T
U
よ
ι

。

ラ
ッ
テ
で

一
休
み
し
て

か
ら
パ
ス
で

相
原
駅
ま
で

帰
り
、
地
元

の
青
木
さ
ん

の
ご
好
意
で

「
ガ
ー
デ
ン

ラ
ン
チ
」
を

ご
馳
走
に
な
り
ま
し
た
。
青
木
邸
の
お
庭

は
す
ば
ら
し
く
、
季
節
の
花
々
や
ハ

l
ブ

が
お
手
入
れ
さ
れ
た
な
か
に
咲
い
て
お
り
、

そ
こ
で
食
べ
る
自
家
製
の
掘
り
た
て
の
じ

ゃ
が
い
も
の
煮
物
な
ど
最
高
で
し
た
。

今
回
の
取
材
は
ま
た
今
ま
で
と
違
っ
た

内
容
で
、
行
く
所
々
で
感
激
し

〈新
発
見
〉

を
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ぜ
ひ
次
回

は

一
緒
に
歩
い
て
見
ま
せ
ん
か
?
何
か
〈
新

発
見
〉
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま

す
。
参
加
し
た
い
方
は
事
務
局
ま
で
ご

一

報
く
だ
さ
い
。

青
木
邸
に
て
ガ
ー
デ
ン
ラ
ン
チ

山
の
中
で
は
市
川
さ
ん
の
説
明
で

@ 
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中
小
法
人
税
制
に
つ
い
て

負
担
軽
減
が
図
ら
れ
る
!

平
成
十
四
年
度
改
正
に
お
い
て
は
、
連
結
納
税
制
度
が
創
設
さ
れ

る
と
と
も
に
、
中
小
企
業
に
つ
い
て
も
手
当
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
中
小
企
業
に
か
か
わ
る
改
正
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

唱
.
.
.
 

中
小
企
業

投
資
促
進
税
制
の

拡
充

中
小
企
業
投
資
促
進
税
制
は
、

平
成

一
0
年
度
に
創
設
さ
れ
、
中

小
企
業
者
が
指
定
事
業
に
供
す
る

た
め
取
得
ま
た
は
リ
ー
ス
す
る
機

械

・
装
置
等
に
対
し
て
、
初
年
度

三

O
%
の
特
別
償
却
ま
た
は
七
%

の
税
額
控
除
を
認
め
る
制
度
で
す

が
、
今
回
の
改
正
で
機
械

・
装
置

に
つ
い
て
、

〈図
1
〉
の
と
お
り
適

用
範
囲
が
拡
充
さ
れ
る
こ
と
に
な

れ
ソ
土
品
'
し
れ
ん

。

な
お
、
七
%
税
額
控
除
は
、
資

本
金
三
、
0
0
0
万
円
以
下
の
法

人
等
の
み
が
適
用
対
象
で
あ
り
、

取
得
の
場
合
は
取
得
価
額
、
リ
ー

ス
の
場
合
は
費
用
総
額
の
六
O
%

が
、
当
期
法
人
税
額
の

二

O
%
を

限
度
と
し
て
税
額
控
除
で
き
ま
す
。

今
回
の
改
正
は
、
平
成
十
四
年

四
月

一
日
よ
り
平
成
十
六
年
三
月

三
一

日
ま
で
の
聞
に
取
得
ま
た
は

リ
l
ス
を
し
て
事
業
の
用
に
供
す

る
場
合
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、

①
電
子
計
算
機
、
デ
ジ
タ
ル
フ
ァ

ク
シ
ミ
リ
等
の
特
定
の
器
具
.

備
品
九
種
類
(
取
得
価
額

一
O

O
万
円
以
上
、
リ
ー
ス
の
場
合

一
四
O
万
円
以
上
)

②
大
型
貨
物
自
動
車
(
車
両
総
重

量
三

・
五

t
以
上
)

③
内
航
船
舶
(
取
得
価
額
の
七
五
%

が
対
象
)

に
つ
い
て
は
、
従
来
ど
お
り
適

@ 
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改正前

230万円以上

費用総額

300万円以上

〈図

1
〉
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用
さ
れ
ま
す
。

0
6
 

中
小
同
族
会
社
の

留
保
金
課
税
の

税
負
担
の
軽
減

川
中
小
同
族
会
社
(
資
本
金
一
億
円

以
下
の
法
人
)
の
課
税
留
保
金

額
に
対
す
る
税
額
に
つ
い
て
は
、

〈固め

留保金課税の軽減額=

〔所得一(配当+法人税等)一留保控除額)X税率X5%

|最も多い
年七500万円 | 

|金額

期末資本金額X25%一期末利益積立金額 J

所得等の金額X35%

l 年3，000万円以下の留保所得 10% 

( 税率 〉十年3.000万円超1億円以下の留保所得 15%

」 年1億円超の留保全額 20% 

そ
の
五
%
相
当
額
が
軽
減
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
〈
図
2
〉

凶
留
保
金
課
税
不
適
用
措
置
の
追

n
H
H
 

4
H
H
 

①
次
の
中
小
企
業
は
、
留
保
金
課
税

さ
れ
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

中
小
企
業
の
創
造
的
事
業

活
動
の
促
進
に
関
す
る
臨
時

措
置
法
の
中
小
企
業
者
に
該

当
す
る
法
人
で
前
事
業
年
度

の
試
験
研
究
費
お
よ
び
開
発

費
の
合
計
額
の
収
入
金
額
に

対
す
る
割
合
が
三
%
を
超
え

る
も
の損金不算入額

損金算入額

〈図 3)

②
従
来
の
不
適
用
会
社
で
あ
る
以

下
の
中
小
企
業
に
つ
い
て
も
、

引
き
続
き
留
保
金
課
税
さ
れ
な

い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

・
設
立
後

一
O
年
以
内
の
新
事

業
創
出
促
進
法
の
中
小
企
業

者
に
該
当
す
る
会
社

・
新
事
業
創
出
促
進
法
の
認
定

事
業
者
(
主
務
大
臣
の
認
定

を
受
け
た
計
画
に
係
る
新
事

業
分
野
開
拓
を
実
施
す
る
者
)

今
回
の
改
正
は
、
平
成
十
四
年

四
月

一
日
以
降
に
開
始
す
る
事
業

年
度
か
ら
二
年
間
の
措
置
と
し
て

適
用
さ
れ
ま
す
。

交際費J
支出額

定額控除額J
400万円

〈計算式〉

・支出交際費の額が:'400万円以下の場合

損金不算入額=

支出交際費の額X20%

-支出交際費の額が400万円超の場合

損金不算入額=400万円X20%

十(支出交際費の額-400万円)

zd 
中
小
企
業
の

交
際
費
課
税
の

軽
減

'02.5 会03-3357-0771

中
小
企
業
の
交
際
費
課
税
が
一

部
軽
減
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
川
資
本
金
五
、

0
0
0
万
円
以
下

の
法
人
の
支
出
交
際
費
の
損
金

算
入
額

定
額
控
除
額
が
三

O
O
万
円
か

ら
四

O
O
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。
〈図
3
〉

ω資
本
金
五
、

0
0
0
万
円
超
の

法
人
の
支
出
支
際
費
・•• 

全
額
損
金
不
算
入

女この記事についての問い合わせ先一一一一一 (社)東京法人会迎合会
@ 



東法連の福利厚生制度をご利用下さいO
スキ-i.暴36ヶ戸万

4 月 ~ 11 月 :ホテル57ヶ所・ゴルフ場40ヶ所

(平成13年10月現在)

ラフ材ーレfFS楽部
全国13ヶ所の保養施設の利用ができます。お申

し込みのとき必要となる会員番号は20052-45、会

員名は(社)東京法人会連合会です。

東法連(東京法人会連合会)では、や会員の皆様や

社員ご家族の福利厚生としてふ次の保養施設・宿泊

施設の利用を割引料金で提供広ています。出張の際

や社内旅行などにご利用下さい

審宿泊施設

全日空ホテルズえJA伐i子fC冬芝川
全日空ホテル (園内30ケ所)とホテル日航・ホテ

ルJALシティ (囲内31ヶ所)が、割引料金でご利用に

なれます。

。ホテルの概要については、それぞれのホームペ

ージをご参照くださし、。

務ご利用方法

施設利用のお申し込みについては、それぞれの申

込方法を確認してお申し込みください。料金や申込

方法の詳細については 、東法連のホームページ

( http://www.tohoren.or.jp )内の《都内法人会の会

員専用ぺージ》をご覧頂くか、パンフレッ 卜を法人

会へご請求下さし、。

なお、《都内法人会の会員専用ページ》の閲覧に

は、奥付に記載したユーザー名とパスワードが必要

です。

選挙指定旅館

一般料金より 10%~20%割引でご利用になれます。

(箱根)箱根湯本ホテル (熱海)西熱海ホテル、ア

タミ ニューフジヤホテル (鬼怒川)鬼怒川観光ホ

テル別館、鬼怒川 〈花の宿〉松や

義務保養施設

ス託子テル
圏内各地のプリンスホテルやゴルフ場・ スキー場

が優待料金でご利用できます。

12 月 ~ 4 月 : ホテル51ヶ所・ゴルフ場21ヶ所・

今
年
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は

削
年

ぶ
り
の
大
洪
水
で
、
歴
史
あ
る
古

い
建
物
が
流
さ
れ
た
り
、
古
い
街

並
み
が
水
没
し
た
り
甚
大
な
被
害

で
し
た
。

日
本
で
も
、
台
風
が
早
い
時
期

に
近
づ
き
、
大
雨
を
降
ら
せ
た
り
、

川
が
氾
濫
し
た
り
し
ま
し
た
。
「災

害
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
来
る
」

日
々
の
備
え
を
充
分
に
致
し
ま

し
よ
う
。

9
月
か
ら
、
会
員
増
強
運
動
が

始
ま
り
ま
す
。
景
気
の
回
復
が
見

え
な
い
昨
今
で
す
が
、
法
人
会
員

相
互
の
交
流
を
図
り
、
少
し
で
も

お
互
い
の
仕
事
に
プ
ラ
ス
に
な
る

情
報
受
換
を
す
る
た
め
に
も
、
会

員
の
皆
様
、
お
知
合
い
や
お
近
く

で
法
人
会
に
未
加
入
の
企
業
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
お
勧
め
く
だ

;
、AO

-
《

}

V

(
木
目
田
)

発行人・(社)町田法人会会長八木要 編集人・(社)町田法人会広報委員会

東京都町田市森野1丁目9番20号 第二矢沢ビル4階 TEL:042(726)2453FAX:042(724)5853 

町田法人会ホームページ http://www.hojinkai-machida.or.jp 

Eメール official@hojinkai-machida.or.jp 

東法違・都内法人会の会員専用ベージ ユーザー名;tohoren I~スワード; 0771 

本紙掲載の記事、写真の無断掲載を禁じます。

@ 



自明要怠医療偲鴎が
罰霊場l

病気やケガを一生涯保障

保険料も一生いっしょ。

法人会の医療保険EVER
[ 人民給付金目giboob-23222L-I 
疾病入院給付金

災害入院給付金

手術給付金

1目白から通算1000日まで ※
1日につき5，000円

1日目から通算1000日まで※
1日につき5，000円

1固につき(手術の種類により)

5・10・20万円

4FIAC~メリ力ンフpミリ一生命
〒163-0456東京都新宿区西新宿2-1-1新宿三井ビル 窓口3-3342-1660
AFLACホームページアドレス http://www.aflac.co.jp/

日1固(J)入院については60日までと主ります。

*見書入院給付金は90定までの保障となります。

*この保険I~保険金不担保特則を付加しているので死亡保険金 ・高度障害保険金はありまぜん.

契約年齢

男性

女性

。隣組'"バンフレ'71-.ご契約のしおり 約歓をご覧ください。

.お問い合わせお申し込みは

集団月払保険料・入院給付童日額5，000円

40歳

2，230円

2，155円

アメリカンファミリ一生命保険会社 八王子支社
〒192-0046 八王 fr¥iIIJI:pI，!Ur3 -20-6 八王f第 '1:命ビル9F
T E L 0426 (44) 0371 FAX 0426 (46) 6404 

AFN$1li-2002-018 6月20臼



君FXYP2Yゑ新発見。
閣属~J長著書路眼l

牧場からのおくりもの、

ラッテのアイスは、休日には行列が
できるほどの大人気11

都指定史跡の青木家屋敷は

現在も、青木医院として開業してます。


